瀬波温泉

日本海に面した瀬波温泉は村上市中心部の西に位置し、温泉と広大なオーシャンビュー、そして夏には賑やかなビーチシーンを併せ持つ。瀬波温泉には12軒の温泉ホテルや旅館があり、その多くが海に面している。その他のホテルや旅館はショップやレストランが立ち並ぶ通りの周辺にある。

このメインストリートから脇道を登っていくと、地下深くから（摂氏）95度の湯が地表に流れ込み、太い湯けむりが立ち昇る展望台、噴湯公園がある。この井戸から湧き出た湯が瀬波温泉各地の入浴施設に配湯されている。

現在の噴湯公園では、1904年に石油を掘削していた探鉱者たちが温泉を発見して以来、塩化カルシウムや鉄分を豊富に含んだ湯が地中から湧き出ている。この発見が開湯につながり、瀬波温泉が風光明媚な海辺の温泉地として有名になった。

瀬波温泉の温泉宿の多くは日帰り入浴を受け入れており、温泉は瀬波温泉一帯にある3つの足湯で無料で楽しむこともできる。瀬波温泉で人気のおやつは温泉卵。メインストリート沿いのインフォメーションセンターで卵を購入し、噴湯公園にある専用の容器で自分でゆでることができる。
